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問題と目的
　ストレス反応の程度を左右する要因として，首尾一
貫感覚（Sense of Coherence；以下 SOC）が挙げられる。
SOCとは，健康生成論の中核概念であり，個々人の人
生や世界に対する確信の感覚によって表現される志向
性と定義され，把握可能感，処理可能感，有意味感の
3つの要素から構成されている（Antonovsky, 1987）。
これらのことから，SOCは個人の健康維持や健康状態
の悪化を予防する上で重要な決定要因であり（Wolff & 
Ratner, 1999），個人のもつ身体的健康や心理的健康に
寄与する概念であるとされている（Flensborg-Madsen et 
al., 2005）。また SOCの程度はストレッサーの捉え方や

コーピングにも影響を及ぼすことが明らかになってお
り（Wolff & Ratner, 1999），SOC得点が低いほど，スト
レスや不安，怒りが高くなると言われている（McSherry 
& Holm, 1994）。このように，ストレス理論を考えるう
えで SOCは重要な概念であり，SOCの程度がストレッ
サーやコーピングに影響すると示唆されている。
　SOCと心理学ストレスモデル（Lazarus & Folkman, 
1984）の中核概念であるストレッサーとコーピングと
の関連を検討した研究として，看護学生を対象とした
研究がある（江川，2008）。この研究では SOC得点が
高い人は情報収集，計画立案，肯定的思考，気晴らし
といったコーピングを行い，SOC得点が低い人は放棄・
諦め，責任転嫁といったコーピングを行うことが示さ
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れている（江上，2008）。このように，SOCの高低に
よってコーピングの内容が異なるかは検討されている
が，ストレッサーをどのように捉えているかというSOC
とストレッサーの対応関係から検討されている研究は
ない。
　さらに，従来ストレッサーやコーピングを調べた研
究は，質問紙による量的研究が中心であった。しかし，
質問紙を用いた調査では，予めストレッサーの項目が
指定されているものが多く，ストレッサーの内容につ
いて個人が柔軟に回答することが困難なことや，新型
コロナウイルスや SNSといった時代的背景が反映され
ていないため，現代でストレッサーやコーピングが変
化している可能性など課題が残る。
　またインタビューを通し，SOCの程度によって，困
難への対処がどのように異なるかを検討した研究では，
SOC低群で自己中心的で個人に関するカテゴリーが挙
げられている（遠藤他，2013）。さらに，ストレッサー
に関しても，その個別性の高さから，量的研究によっ
て，一般の健常な人を対象とした尺度には含まれない，
より詳細な内容を把握するためには限界がある。また
SOCの高さはストレッサーの感受性の高さと関連して
いることから（Yano et al., 2019），SOC得点が特に高い
人に関して，尺度には含まれない詳細なストレッサー
が抽出される可能性がある。さらに量的研究では，個
人内のストレッサーとコーピングの対応関係について
検討することが困難であると考えられる。以上のこと
から，質的な手法を用いて個人内および個人間のスト
レッサーとコーピングに関して，SOCの観点から整理
することに意義があると考える。
　そこで本研究では，SOCが影響を与えるストレッ
サーとコーピングや，ストレッサーとコーピングの対
応関係を整理する目的で，インタビュー調査を用いた
質的研究を行う。SOC得点の程度によって，ストレッ
サーの内容とコーピングの異同を検討することができ
る。

方 法
予備調査
　大学生，大学院生，社会人の 105名（男性 39名，女
性 66名）を対象に予備調査を行った。予備調査は
Googleフォームで行い，予備調査は 2022年 9月に実
施された。

調査項目
デモグラフィックデータ　名前，職業，年齢，性別，
次のインタビュー調査への協力の可否を問う項目，メー
ルアドレスについて回答を求めた。なお，名前とメー
ルアドレスについては，インタビュー調査への協力を
可と回答した場合に限り収集した。
人生の志向性に関する質問票　SOC得点の評価には

人生の志向性に関する質問票（Antonovsky, 1987）を用
いた。「1．あなたは，誰かと話しているとき，相手が
自分のことを理解していないと感じることがあります
か？」，「2．これまで，他人の協力が必要なことをしな
ければならないとき，あなたは，うまくいくと思いま
したか？」などといった 29項目（逆転項目を含む）に
ついて，7件法で回答を求めた。

インタビュー調査の手続き
　予備調査でインタビュー調査への協力を可と回答し
た人の中で，SOC得点の上位 5名を SOC高群，下位 5
名を SOC低群と定義し，本研究のインタビュー調査を
行った。インタビューは予め準備した 2項目を中心に
半構造化面接を行った。
　インタビュー参加者には，予備調査で収集したメー
ルアドレスに連絡し，再度インタビューへの協力意志
を確認した後，日程調整を行った。インタビュー調査
は相手が不安や不快に感じず，対話に集中できるよう
な場所でソーシャルディスタンスに注意し，対面の席
配置で行った。またインタビューは，参加者の都合に
より Zoomを用いたオンラインでも実施した。インタ
ビューの際の会話に関しては，参加者に許可を取った
後に録音した。インタビューの時間は約 30分程度を目
安と想定し実施した。

質問項目
　まず，対象者が感じているストレッサーの具体的な
内容を検討する目的で，「あなたが日常的に感じている
些細なストレスは何かありますか」という質問を行っ
た。次に，ストレッサーに対するコーピングの内容を
検討する目的で，「些細なストレスに対してどのように
対処していますか」という質問を行った。

倫理的配慮
　予備調査を行う前に，参加者に本研究の概要，回答
を中断・拒否する権利，個人情報の管理方法などにつ
いての説明を行い，同意を得た後に予備調査を行った。
　インタビュー参加者には，インタビュー実施の前に，
本研究の概要について，インタビューを受ける権利，
プライバシーの保護，インタビューの記録方法などの
説明を行った。対面でのインタビューの場合は，書面
で確認し，参加者に書面での同意を得た。Zoomを用
いたオンライン実施の場合は，画面上でインフォーム
ドコンセントに関する書類を共有し，同意を得たうえ
で，後日再度書面での同意を得た。さらに参加者が同
意した後であっても，インタビューの途中やインタ
ビュー終了後に同意を撤回できる旨を伝えた。またイ
ンタビューは会話の内容が第三者に聞こえない環境で
行った。インタビューで収集した録音データと逐語デー
タは USBファイル内で鍵をかけて管理し，USBファ
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イルは鍵のかかる安全な場所に保管された。

分析方法
　逐語録に関しては個人が特定されないように留意し
た。次に逐語録の内容から，本研究で扱いたいストレッ
サーとコーピングに関する箇所を抽出し，ラベル化し
た。その後，川喜田（1986）の KJ法の手順を参考に
し，SOC高群と SOC低群のそれぞれで，ストレッサー
とコーピングを意味が類似したもの同士でカテゴリー
化した。カテゴリー化は質的研究に精通している大学
院生 3名及び教員 1名で実施した。カテゴリー化に伴
い，一人が同一内容について繰り返し発言している場
合は一枚のラベルとして扱い，同カテゴリーに含まれ
るものでも，別の文脈や内容として述べられた場合は
別ラベルとして扱った。そして作成したラベルをもと
に，小カテゴリーから中カテゴリー，大カテゴリーと
統合していき名前をつけた。

結 果
　予備調査の結果，参加者 105名（男性 39名，女性
66名，平均年齢は 21.02歳）のデータのうち，有効な
回答は100名であった。予備調査における対象者のSOC
得点の平均値は 118.27点（SD＝21.16）であった。
　予備調査への回答時にインタビュー調査への協力意
志を示し，かつ SOC得点の上位 5名（SOC得点 148か
ら 160点），SOC得点の下位 5名（SOC得点 63から 86
点）に改めてインタビューを依頼し，全員から同意を
得た。その結果，インタビュー参加者は全員大学生で
あった。その後それぞれを SOC高群，SOC低群と定
義し，インタビュー参加者を SOC得点順にAから Jと
した。具体的なインタビュー参加者のデモグラフィッ
クデータについては Table 1に記す。
　インタビューより得られた，SOC高群と SOC低群
のストレッサー，コーピングに関する発言を元にKJ法

の手続きを参考にデータの整理を行った結果，SOC高
群のストレッサーは，大カテゴリーとして「人間関係
における不全感」，「自分に対するネガティブな評価」，
「日々のやるべきことの存在」，「やることが決まってい
ないこと」，「具体的な生活環境」，「特にない」が挙げ
られた。具体的なストレッサーの内容としては，SOC
高群では，「人と上手に交流できないこと」や「実習や
アルバイト」，「就職活動」など，より生活に即したス
トレッサーが挙げられた。
　一方で SOC低群のストレッサーは，大カテゴリーと
して「人との交流が減ること」，「人との比較によるネ
ガティブな自己評価」，「慣れない環境の中で過ごすこ
と」，「人の考えや価値観を目の当たりにすること」，「思
うようにやれないこと」，「やるべきことの存在」，「自
分の気持ちがわからないこと」が挙げられた。SOC低
群においては「人の排他的な価値観を目の当たりにす
ること」，「自分のやりたい順序が崩れること」，「やる
ことを強制されること」などのように個人の気持ちや
考えに関する，個別性の高いものが多く挙げられた。
SOC高群と SOC低群共に，ストレッサーについての
大カテゴリーに伴う中カテゴリー，小カテゴリー，反
応数を Table 2に示す。反応数については，各カテゴ
リーに含まれるラベル数を示した。
　また SOC高群のコーピングは，大カテゴリーとして
「人と話す」，「ストレッサーとは関係のないことをす
る」，「いつもと同じことをする」，「時間をおく」，「や
ることをする」が挙げられた。一方で SOC低群のコー
ピングは，大カテゴリーとして「人と話す」，「ストレッ
サーについて考え言語化する」，「ストレッサーとは関
係のないことをする」，「いつもと同じことをする」，「ス
トレッサーから離れようとする」，「自分より下がいる
と考える」，「おまじないをする」が挙げられた。また
「人と話す」，「ストレッサーとは関係のないことをす
る」，「いつもと同じことをする」といった SOC高群と
SOC低群で共通したカテゴリーも抽出された。両群と
もに「ストレッサーとは関係のないことをする」は，
反応数の大半を占めており，両群とも行う主なコーピ
ングは共通していた。しかし，その一方で「ストレッ
サーについて考え言語化する」，「自分よりも下がいる
と考える」，「おまじないをする」といった個別性の高
いコーピングも抽出された。SOC高群と SOC低群共
に，コーピングについての大カテゴリーに伴う中カテ
ゴリー，小カテゴリー，反応数を Table 3に示す。
　ストレッサーとコーピングの個人内の対応関係を検
討する目的で，各インタビュー参加者のストレッサー
とコーピングを対応する形で整理した。その結果を各
小カテゴリーの反応数とともに Table 4に示す。整理し
た結果，ストレッサーとコーピングの対応関係につい
ても参加者それぞれで特徴が見られた。SOC高群では，
ストレッサーと異なる文脈でコーピングを行っていた

Table 1
インタビュー参加者のデモグラフィックデータ
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Table 1
インタビュー参加者のデモグラフィックデータ

参加者ID 得点 性別 年齢

A 160 女性 20
B 153 男性 21
C 149 男性 21
D 149 女性 21
E 148 女性 20
F 86 女性 21
G 86 女性 21
H 85 男性 21
I 79 女性 20
J 63 男性 21

SOC高群

SOC低群
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Table 4
ストレッサーとコーピングの対応関係
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Table ４
ストレッサーとコーピングの対応関係

群 参加者ID ストレッサー（小カテゴリー） 反応数 コーピング（小カテゴリー） 反応数

SOC高群 A やらなければならないことの存在 2 楽器を弾く 1
実習やアルバイト 1 テレビや動画を見る 1
睡眠時間が削られること 1 SNSを見る 1
慣れない環境 1 好きなことをする 2
満員電車 1 身体を動かす 2
特にない 2 いつもと同じことをする 1

B 人間関係 1 人と話す 2
人と考えや話が合わないこと 2 身体を動かす 2
人と上手に交流できないこと 2 時間をおく 1
人から怒られること 2

C やることが決まっていないこと 1 人と話す 1
携帯の通信環境 1 ご飯を食べる 1
特にない 1 サウナ 1

ドライブ 1
時間をおく 1

D 人との予定を立てること 2 テレビや動画を見る 1
実習やアルバイト 1 好きなことをする 2
就職活動 1 やるべきことをする 1
やることが決まっていないこと 1

E 親しくない人との関わり 1 人と話す 2
人と上手に交流できないこと 2 ストレッサーとは関係のないことをする 3
人との比較 3 楽器を弾く 1
自分のできなさ 1 新しいことを始める 1

時間をおく 1
SOC低群 F 人の排他的な価値観を目の当たりにすること 2 ストレッサーについて考える 1

SNSの閲覧 1 言語化する 2
やることを強制されること 2 歌う 1

楽器を弾く 1
ゲームをする 1

G 慣れない環境の中で過ごすこと 2 人と過ごす 1
自分の気持ちがわからないこと 2 美味しいものを食べる 1

音楽を聴く 1
ストレッサーについて考えないようにする 1
歌う 2

H 人との交流が減ること 3 歌う 1
慣れない環境の中で過ごすこと 1 ゲームをする 3
プログラムのエラー 1 旅行をする 1
やらなければならないことの存在 1

I 自分のやりたい順序が崩れること 1 映画を見る 2
いつもと同じことをする 1
おまじないをする 1

J 人との比較によるネガティブな自己評価 5 愚痴を言う 2
やるべきことが上手くいかないこと 1 ストレッサーとは関係のないことをする 5

お酒を飲む 3
普段できないことをする 1
ストレッサーについて見なかったことをする 1
ストレッサーについて考えないようにする 2
自分よりもっと下がいると考える 1
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人が多かったことに対し，SOC低群ではストレッサー
と対応した文脈のコーピングを行っていた人が多く確
認された。

考 察
　本研究の目的は，SOCがストレッサーとコーピング
に与える影響や，ストレッサーとコーピングの対応関
係を整理することであった。検討の結果，SOCの程度
によって，ストレッサーの内容とコーピングには質的
な異同があることが明らかになり，ストレッサーとコー
ピングの対応関係についても比較検討することができ
たと言える。
　本研究における対象者の属性について，本研究では
一般的な対象者からデータを収集することができたと
考えられる。予備調査で得られた SOC平均値 118.27点
は，社会人を対象とした嘉瀬他（2020）の SOC平均値
118.9点（SD＝18.8）と概ね類似した結果であった。そ
のため本研究においても，対象者の属性が偏ることな
く，広く一般的な人々を対象とすることができたと言
える。
　まず，SOC高群と SOC低群において，ストレッサー
の内容に差異が見られた。SOC高群で見られたスト
レッサーは，真船他（2006）が大学生のストレッサー
を調査し研究で出現頻度が高いとしたストレッサーで
ある「アルバイト・サークル」，「人間関係」，「学業」
と一致していた。一方で，SOC低群では，これらのス
トレッサーの反応数は低く，個人の内面的な問題に関
するストレッサーが報告された。大学生における SOC
と感覚処理感度，抑うつ症状との関連性について検討
した研究では，SOC得点が高いほど，ストレッサーを
認識しやすく，自身の能力によって適切に対処した結
果，抑うつ症状につながりにくいことが明らかになっ
ている（Yano et al., 2019）。このことから，本研究でも
SOC低群は SOC高群が抱えるようなストレッサーを
経験していないわけではなく，認識ができておらず，
より個人の内面的な問題に関するストレッサーへ注意
が向きやすい傾向がある可能性がある。SOC高群では
ストレッサーについて「特にない」というカテゴリー
も見られた。SOCが高いほど，ストレッサーへのコー
ピング能力も高くなることから（Wolff & Ratner, 1999），
SOC高群ではストレッサーに対し適切な対処が行えて
いるため，「特にない」という回答が得られた可能性も
考えられる。
　続いて，SOC高群と SOC低群のコーピングの共通
点についても考察する。先行研究において SOCの程度
は行うコーピングに影響することが示されていた（江
上，2008）。しかしながら，本研究では SOC高低群と
もに主に行っているコーピングは共通していた。SOC
高低群ともに主に行うコ―ピングが共通していた理由
として，コーピングの機能に差異があることが考えら

れる。SOC高低群で見られた「ストレッサーとは関係
のないことをする」というカテゴリーは回避・逃避型
コーピングに当てはまると考えられるが，先行研究（森
田，2008）において，コーピングは息抜きとして用い
られる場合と消極的に用いられる場合でストレス反応
における機能が変わることが明らかになっている。本
研究で抽出された「ストレッサーとは関係のないこと
をする」においても，回避・逃避型コーピングとして
機能していると考えられる。
　最後に，本研究では参加者内のストレッサーとコー
ピングの対応関係についても検討した。その結果，SOC
高群においては，ストレッサーとは必ずしも関連のな
いコーピングを多く使用している可能性が考えられる。
例えば，Aはアルバイトややらなければならないこと
などをストレッサーとして挙げているが，こうしたス
トレッサーに対してよく行っていることとされるコー
ピングは「楽器を弾く」ことや「いつもと同じことを
する」など，ストレッサーと文脈が異なるコーピング
であった。SOCが高いことは，日々の営みにやりがい
や生きる意味を感じられるといった，生活内の健康的
な側面を維持・継続するための能力が高いことも示し
ており（Antonovsky, 1987），健康的な生活習慣との関
連も示されている（佐藤他，2021；浦川，2012）。スト
レッサーとは異なる文脈において，日々の楽しみや喜
びを感じられるような生活が維持されることで，日常
的なストレッサーに対処しやすくなる可能性が考えら
れる。
　一方で，SOC低群ではストレッサーと同様の文脈中
で対処をする傾向が伺えたことに関して，SOCの高低
による問題解決に対する行動や思考の差異がみられる
かを検討した研究では（嘉瀬他，2020），SOCが低い
群における問題解決に関連する思考として「身近な人
に相談する」などの語との関連性を示しており，スト
レッサーに対応した文脈においてコーピングを用いて
いる可能性がある。またストレス状況下における反応
スタイルについて検討した研究では，SOCが低い者は，
自分の過失を解決するために直ぐに行動する（銅直，
2010）ことが示されており，本研究で見られたストレッ
サーと同様の文脈の中で対処する傾向は先行研究に合
致する結果であったと言える。
　また個人内のストレッサーとコーピングの対応関係
について検討することで，個人の具体的な状況に即し
た行動を明らかにすることができた。SOC低群のよう
にストレッサーやコーピングとして個別性の高い事柄
を多く含む場合は，質的研究を通して，ストレッサー
とコーピングの対応関係を検討することで，健康状態
の悪化を防ぐための個人に合わせた支援を提供できる
可能性がある。
　本研究の限界点として以下の 4点が挙げられる。ま
ず，ストレッサーに対するコーピングの有効性，つま
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りコーピングがストレス反応に影響したかどうかまで
は検討できていないことが挙げられる。また，ストレッ
サーとコーピングの対応についても，1対 1の対応関
係ではなく，あくまで個人が感じやすいストレッサー
と用いやすいコーピングを別個で聞いているため，あ
る特定の場面におけるストレッサーとコーピングの直
接的な関係性を検討できているとはいえない。さらに，
今回のデータはインタビュー参加者が高低群それぞれ
5人ずつであるため，結果の一般化には限界がある。最
後に，本研究では参加者の回答への心理的障壁を下げ
るために，「些細なストレス」という表現を用いて教示
を行った。しかしながら，「些細な」という表現が曖昧
な言葉であったため，参加者それぞれが同様の捉え方
をしていない可能性は否定できない。そのため教示に
関して，より適切な表現を用いるということに課題が
残る。このような限界点は存在するものの，知見の少
なかった SOCとストレッサー，コーピングに関する基
礎的な知見として本インタビューを位置づけることが
でき，単純なストレッサーとコーピングの関係性にお
いて SOCを考慮する意義について示すことができたと
考える。
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